
令和７年度第２回普及指導活動検討会

プロジェクト課題No.2

仙南たまねぎの環境に配慮した栽培方法による
生産拡大

○計画期間 令和５年度～令和７年度
○対象名及び対象数 ＪＡみやぎ仙南たまねぎ部会17人

（その他たまねぎ生産者および新規作付希望者）
○チーム員 ◎澤里、庄子、酒井、熊田、坂本 進行管理：平子
○連携機関 宮城県農業・園芸総合研究所 園芸環境部、野菜部



１．課題の背景

＊これまでのたまねぎ生産状況

▽収量・品質の伸び悩み
↓

〇作型、病害虫防除、雑草対策など
部会共通の体系の見直しと実践

＊みどりの食料システム戦略（R3：農水省）
→環境負荷低減＋生産性向上
「グリーンな栽培体系」

（環境にやさしい技術＋省力化する技術）

令和元年10月 ＪＡみやぎ仙南たまねぎ部会設立
→ 国庫事業（産地生産基盤パワーアップ事業）機械化一貫体系

令和元―令和４年産 出荷量 60～80t / 販売額 約400万円前後で推移



２．対象者の概要

ＪＡみやぎ仙南たまねぎ部会＋その他たまねぎ生産者および新規作付希望者

■生産地域 管内２市７町

■作付面積 約4.3ha（R7産）

■作 型 秋まき （8月播種→10月定植→6月収穫）※県内の基本作型

晩秋まき（11月播種→3月定植→7月収穫）※他作物と年２作可能
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①播種
(JAリース)

②育苗・剪葉
(JAリース)

③移植
(JAリース)

⑤葉切り
(JAリース)

⑥根切り
(JAリース)

⑦玉寄せ
(JAリース)

⑨乾燥作業
(JA委託)

⑧拾い上げ
(JAリース)

⑩調製・選別
(JA委託)
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〔参考〕たまねぎ機械化一貫体系

収穫作業⑤葉切り作業～

④農薬散布



３．活動目標と活動事項

■定性的目標

〇栽培技術レベルの向上および適期作業の励行により、収量・品質の向上が図られる。

〇グリーンな栽培体系によるたまねぎの生産振興が図られる。

〇新たにたまねぎ栽培に取り組む生産者が確保され、産地が活性化する。

■定量的数値目標     

○目標収量3.5t/10a達成者割合

■活動事項

〇生産技術向上 【①病害虫雑草防除を中心とした栽培技術習得および適期作業の実施】

〇グリーンな栽培体系【②リビングマルチを活用したグリーンな栽培体系の技術実証】

〇たまねぎ部会支援 【③たまねぎ部会の活性化による営農意欲向上および新規生産者支援】

R4（現状） R5 R6 R7

目標 27% 40% 50% 60%



４．活動状況とこれまでの成果①

〔①病害虫雑草防除を中心とした栽培体系の技術習得支援〕

■栽培講習会や巡回による栽培管理技術の指導・支援

△病害虫（特にべと病）と雑草

→防除体系を改善し、定植後からの防除を徹底した

〇「仙南たまねぎ通信」R7は4回発行：適期の作業を推奨

ほ場管理や病害虫防除に対する生産者の理解が深まった



４．活動状況とこれまでの成果①

〔①病害虫雑草防除を中心とした栽培体系の技術習得支援〕

■栽培講習会や巡回による栽培管理技術の指導・支援

・球肥大がはじまる5月末までに生育量を確保

・昨年よりも10a当たり収量が増加した生産者が多かった

→ R7の部会全体の平均単収 3.0t/10a （R6は2.0t/10a）

＊品質向上（大玉化、製品率向上、残渣減少）も達成！

R7産は部会の生産量が向上
した。この調子で面積と生
産者を増やしたい！

…JAたまねぎ部会長



４．活動状況とこれまでの成果➁

〔➁リビングマルチを活用したグリーンな栽培体系の技術実証〕

＊リビングマルチ
主作物（野菜や畑作物）の株間や畝間に、
オオムギなどの植物を混作・間作する方法

◎雑草抑制、土壌改良、害虫防除、土壌乾燥防止

R5.5.24（大河原）定植70日後

リビングマルチ リビングマルチ

たまねぎ

図 ネギアザミウマ数の推移（R6）

○害虫の移動を制限する （障壁）
○視覚・嗅覚的な混乱 （攪乱）
○天敵生物による抑制効果 （捕食）

■リビングマルチによるネギアザミウマ抑制効果を確認！

＊グリーンな栽培体系
「環境にやさしい技術」＋「省力化する技術」
→ リビングマルチ ＋ ドローン
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４．活動状況とこれまでの成果②

〔➁リビングマルチを活用したグリーンな栽培体系の技術実証〕

■たまねぎ 生育・収量・品質

○慣行栽培（無処理区）と比べても、
→ リビングマルチ区は同等の製品化率で収量確保！

＊環境にやさしい栽培方法として普及の可能性！

〇たまねぎ動画HPで公開：ドローン＋機械体系＋リビングマルチ

表　たまねぎ実証ほ収量

試験区 球重(g) 球径(cm) 製品化率(%) 収量(t/10a)

リビングマルチ 126.8 6.3 92 2.0

慣行 135.9 6.5 92 2.2

*品種「もみじ3号」、11/17播種、3/19定植、栽植密度21,792株/10a

*6/19収穫、パイプハウス内で自然乾燥後、7/11調査

*製品化率：収穫時の腐敗、カビ、奇形等を除いた割合

詳しくは



４．活動状況とこれまでの成果③

〔③たまねぎ部会活動の活性化による営農意欲の向上および新規作付誘導支援〕

＊収穫後の作業工程（乾燥、調製、選別作業）の処理能力向上

について、JA・生産者と最適な方法を検討

・現状の所有施設のフル活用

・サプライチェーン事業の活用による外部委託

・地元向けの販売量も確保

＊管内のほ場整備事業の高収益作物として新規導入を

計画する地区について、関係機関と連携した支援



４．活動状況とこれまでの成果③

〔③たまねぎ部会活動の活性化による営農意欲の向上および新規作付誘導支援〕

＊R7から新規生産者１名（川崎町）が増加！

・同世代の生産者と同時に技術支援：情報の共有をスムーズに

→初年度から高い収量を獲得、意欲アップ！

＊「たまねぎ直播栽培」の試み

・部会員の関心高い（R6に県北部の産地を見学）

・R7秋から、川崎町で実証試験を実施

→研究機関と連携、水稲作との両立を期待



４．活動目標に対する成果まとめ

■定性的目標

〇部会員が栽培管理を適切に実施できるように支援し、平均収量が向上した

〇グリーンな栽培体系の効果を実証し、技術普及に向けて動画・マニュアル活用

〇生産者間の情報共有を支援し、R7新規生産者が高収量を確保できた

たまねぎ生産拡大を目指し、生産者の関心が高い直播栽培の実証を開始した

■定量的数値目標     

○最終目標に到達

（収量3.5t/10a達成者割合）
R4（現状） R5 R6 R7

目標 27% 40% 50% 60%

結果 - 30% 0% 60%



５．今後に向けて

〔令和８年産たまねぎの生産支援〕

① 直播栽培の普及

→生産体系の整理（播種時期・病害虫・雑草防除）、技術指導・支援による単収向上

＊R8新規プロジェクト課題で引き続き支援する

➁ 新規作付けの推進、産地の発展

→「たまねぎ通信」など積極的な情報共有、ほ場整備を見据えた新規作付の指導・支援、

「グリーンな栽培体系」によるたまねぎ生産の普及拡大



令和７年度第２回普及指導活動検討会

プロジェクト課題No.2

仙南たまねぎの環境に配慮した栽培方法による
生産拡大

○計画期間 令和５年度～令和７年度
○対象名及び対象数 ＪＡみやぎ仙南たまねぎ部会17人

（その他たまねぎ生産者および新規作付希望者）
○チーム員 ◎澤里、庄子、酒井、熊田、坂本 進行管理：平子
○連携機関 宮城県農業・園芸総合研究所 園芸環境部、野菜部

終わり
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